
“ほやほや”と納得できる情報、できたて“ほやほや”の情報をみなさまに提供していく季刊発行の院内情報誌
です。院内の広報委員のスタッフ皆で毎回その季節に合った特集を組み、お役に立てる情報を掲載すべく病院
各部門のスタッフそれぞれから原稿を集め誌面を制作しています。
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福井赤十字病院

人道・博愛の精神のもと、県民が求める優れた医療を行います。

■患者さんの権利と意思を尊重し、協働して医療を行います。
■安全と質を向上させ、優しい医療を行います。
■人間性豊かで専門性を兼ね備えた医療人を育成します。
■急性期医療・疾病予防・災害時医療に積極的に取り組みます。
■保健・医療・福祉と連携し、地域社会に貢献します。

理念

基本方針

作り方

❶ お米を研ぎザルに上げておく(炊く30分以上前にすると良い )。 

❷ しめじ、舞茸、エリンギを食べやすい大きさに切る。

　 椎茸は、軸は斜め切りに、笠は薄切りにする。

❸ 唐辛子は輪切りにする。三つ葉は長さ1cm程度に切る。 

❹ 鍋に【煮汁】の材料を入れ火にかけ、きのこ･唐辛子を加え、きのこがしんなりするまで煮る。きのこ･唐辛子と煮汁を分ける。 

❺ 炊飯器に米を入れて❹の煮汁とだし汁、きのこ･唐辛子を加え炊飯する。

❻ 炊き上がったら三つ葉を加え、盛り付ける。

　摂取カロリーに対して消費カロリーが少なければ、余ったカロリーが体内に蓄積され体重が増加します。エ
ネルギーの摂取を控えることはダイエットの近道と言えます。しかし、ご飯を食べない等、炭水化物を減らしす
ぎる食事は、集中力の低下を招いたり、長期に亘れば動脈硬化のリスクもあがります。健康的に痩せるために
は、体に必要な栄養素（たんぱく質・脂質・炭水化物・ビタミン・ミネラル・食物繊維）を取り入れた「バランスの
良い食事」が不可欠です。1日3回の食事を基本とし、主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を心がけましょう。
　今回は、低カロリー食品のきのこをたっぷりと使うことで、満腹感を感じられ食べ過ぎを防ぐ炊き込みご飯
を紹介します。

CHECK

唐辛子に多く含まれるカプサイシ
ンは脳の神経を刺激し、エネル
ギー代謝を高めて体脂肪が分解さ
れやすくなります。きのこに含まれ
る食物繊維は、血糖値の急激な上
昇を防ぎインスリンの分泌を抑
え、体につく脂肪を減らします。

当院執筆の書籍がランクイン！
がんに関する市民公開講座を開催
認定看護師紹介
「なんでも相談カード」の運用を開始
ローソンが移転＆リニューアル
過去の掲載記事は「スマイル」で
屋上庭園で憩いのひと時を
ダイエットレシピ

チームで、骨粗しょう症に対する取り組みを

　医師および多職種のメディカルスタッフが相互に連携しながら、骨粗

鬆症の予防と改善および骨折防止に努める取り組みが当院でも開始さ

れました。その役割を担うのが、骨粗鬆症マネージャーです。当院では看

護師2名と、理学療法士1名、作業療法士1名が資格を有しています。ま

た、骨粗鬆症認定医もいます。

　チームを組み、骨粗鬆症の治療を受けてい

る患者さんを対象に、今後も様々な関わりを

持って対応させていただきたいと思っており

ます。よろしくお願いいたします。

＜きのこと唐辛子の炊き込みご飯＞＜きのこと唐辛子の炊き込みご飯＞

米・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1合
だし汁・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
しめじ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2パック
舞茸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/3パック
椎茸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3個
エリンギ・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2パック
唐辛子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1本
三つ葉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/4束
【煮汁】だし汁（100ml）、
酒（大さじ2）、みりん（小さじ1）
塩（小さじ1/6）、しょうゆ（大さじ1 ）

材  料 （2人分）

エネルギー・・・・・・・・・・・・・・225kcal
たんぱく質・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.8g
脂質・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.0g
炭水化物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44.8g
食物繊維・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3.4g
塩分・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.1g

エネルギー 1人分

今 回 の 表 紙今 回 の 表 紙

骨粗しょう症について
Vero4DRT®と共に進む放射線治療
ベストドクターズに選出
認知症ケアチームのご紹介
禁煙、はじめてみませんか？

ご自由に
おとりください。
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V
ero4D

R
T

R

と
共
に
進
む
放
射
線
治
療

３
名
の
医
師
が

ベ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
ズ
に

選
出
さ
れ
ま
し
た

３
名
の
医
師
が

ベ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
ズ
に

選
出
さ
れ
ま
し
た

ご存じですか？

　

放
射
線
治
療
は
、
が
ん
治
療
の
一
つ

で
、
切
除
し
な
く
て
も
が
ん
と
そ
の

周
囲
と
に
強
い
治
療
効
果
を
与
え
ら

れ
る
の
が
特
徴
で
す
。
多
く
の
場
合
、

体
の
外
か
ら
体
内
の
が
ん
に
向
か
っ
て

放
射
線
を
当
て
る
方
法
が
採
用
さ
れ

ま
す
（
体
外
照
射
）。
ま
た
、
手
術
療

法
や
化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤
）
等
の

治
療
法
と
併
用
さ
れ
る
の
が
一
般
的

で
す
（
集
学
的
治
療
）。

　

良
い
放
射
線
治
療
に
は
、①
が
ん
全

体
に
確
実
に
放
射
線
を
当
て
、②
が
ん

以
外
の
部
分
に
は
放
射
線
を
な
る
べ

く
当
て
ず
、③
治
療
を
受
け
る
方
に
体

の
負
担
を
掛
け
な
い
こ
と
が
必
要
で

す
。
福
井
赤
十
字
病
院
放
射
線
治
療

セ
ン
タ
ー
が
導
入
し
た
高
精
度
放
射

線
治
療
装
置

V
ero
4
D
R
T®

は
こ
の

３
つ
に
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
で
応
え
て

く
れ
ま
す
。（
図
１
）

　

V
ero
4
D
R
T®

の
一
番
の
特
徴
は
、

前
後
左
右
に
旋
回
し
な
が
ら
、
が
ん

治
療
に
必
要
な
放
射
線
を
出
せ
る
、

ジ
ン
バ
ル
型
加
速
管
ヘ
ッ
ド
と
よ
ば
れ

る
機
構
を
備
え
て
い
る
こ
と
で
（
図

２
）、
こ
れ
に
よ
り
肺
が
ん
の
治
療
で

は
、
従
来
の
定
位
照
射
（
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
照
射
）
に
加
え
て
、
呼
吸
に
よ
っ

て
移
動
す
る
肺
が
ん
を
追
い
か
け
な

が
ら
照
射
す
る
動
体
追
尾
照
射
が
可

能
と
な
り
、
が
ん
の
周
囲
の
肺
が
傷

付
く
範
囲
を
よ
り
小
さ
く
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
、V

ero
4
D
R
T®

は
、
病

変
や
周
囲
の
臓
器
の
形
状
に
合
わ
せ

て
照
射
で
き
る
強
度
変
調
放
射
線
治

療
（
い
わ
ゆ
るIM

R
T

）
も
得
意
で
す
。

こ
の
治
療
は
前
立
腺
が
ん
を
は
じ
め
、

腹
部
の
他
の
臓
器
や
脳
で
も
実
施
可

能
で
、
病
変
に
放
射
線
を
集
中
し
つ

つ
周
囲
の
副
作
用
を
減
ら
せ
る
治
療

が
実
現
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ジ
ン
バ
ル
型
加
速
管
ヘ
ッ

ド
を
支
え
る
リ
ン
グ
構
造
と
、
患
者

さ
ん
に
乗
っ
て
い
た
だ
く
治
療
台
の
位

置
補
正
シ
ス
テ
ム
と
に
よ
り
、
治
療

中
は
患
者
さ
ん
に
全
く
動
い
て
い
た

だ
か
ず
に
自
動
で
迅
速
に
治
療
が
進

み
、
患
者
さ
ん
の
体
の
負
担
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
こ
のV

ero
4
D
R
T®

で
多
く
の
が
ん
患
者
さ
ん
の
お
役
に

立
ち
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
が
ん

へ
の
不
安
や
が
ん
治
療
に
つ
い
て
の
御

相
談
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
院
の
小
松
和
人
副
院
長
、
小
堀
朗
眼
科
部
長
、

田
嶋
公
久
産
婦
人
科
部
長
が
、
ベ
ス
ト
ド
ク
タ
ー

ズ
社
か
ら
、
医
師
同
士
の
評
価
に
よ
っ
て
選
ば
れ

る “
B
est D

o
cto
rs in Japan

TM
 2
0
1
6
-2
0
1
7
”

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ベ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
ズ
社
（
本
社
：
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
ボ
ス
ト
ン
）
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部

の
教
授
２
名
に
よ
り
「
病
に
苦
し
む
方
々
最
良
の

医
療
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
」
と
の
理
念
の
下
、

１
９
８
９
年
に
創
業
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
本

社
の
あ
る
北
米
を
は
じ
め
、
中
南
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

オ
セ
ア
ニ
ア
、
各
国
で
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
２
０
０
２
年
に
事
業
を
開
始
し
、
重
篤

な
疾
患
で
苦
し
む
方
々
へ
の
「
ベ
ス
ト
な
医
師
＝

B
est D

octors in Japan
TM

」
の
ご
紹
介
を
柱
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

副院長（腎臓泌尿器科）
小松 和人

※「Best Doctors」「ベストドクターズ」「Best Doctors in Japan」および「star-in-cross」ロゴは、米国および他国におけるベストドクターズ社の商標です。

眼科部長
小堀 朗

産婦人科部長
田嶋 公久

＜Best Doctors®の選出方法について＞
　医師同士による相互評価でBest Doctors®を選出して
います。
　この調査は医師に対し、「もしご自身またはご家族がご
自身の専門分野の病気にかかった場合、自分以外の誰の
手に治療を委ねますか？」というアンケート（ピア・レ
ビュー調査）をお願いし、一定以上の評価を得た医師を、
Best Doctors in JapanＴＭとして選出しています。
　また、この調査は定期的に実施し、常に医療の最前線で
活躍している医師を選出しています。

図1

治療用X線発生装置
（加速管ヘッド）

ジンバル

X線撮影装置
（FPDとセットで 2組）

放射線発生装置が
首振り機構を持つ。

放射線発生装置が
リング状のレールに
沿って動き、

リング自体も軸を
中心に回転する。

最新医療特集

図2

　

当
院
で
は
現
在
、骨
粗
鬆
症
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、看
護
師
２
名

と
理
学
療
法
士
１
名
、作
業
療
法
士

１
名
が
い
ま
す
。ま
た
、骨
粗
鬆
症

認
定
医
も
い
ま
す
。こ
の
メ
ン
バ
ー

が
チ
ー
ム
を
組
み
、骨
粗
鬆
症
の
治

療
を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
を
対

象
に
、骨
折
予
防
を
目
的
と
し
た
骨

粗
鬆
症
教
育
や
、転
倒
・
骨
折
予
防

の
日
常
生
活
指
導
、運
動
機
能
の
評

価
、良
い
姿
勢
の
指
導
、筋
力
や
バ

ラ
ン
ス
を
高
め
る
運
動
療
法
と

い
っ
た
関
わ
り
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
骨
粗
鬆
症
の
現
状
な
ど
、

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
分
け
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

❶ 

骨
粗
鬆
症
の

　

 

診
断
・
治
療
の
現
状

　　

わ
が
国
に
お
け
る
骨
粗
鬆
症
患

者
は
推
定
で
１
２
８
０
万
人
、そ
の

う
ち
約
２
０
０
万
人
に
し
か
治
療
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
現
状
で
す
。し

か
も
、骨
粗
髪
症
は
、骨
折
を
来
し

て
い
な
け
れ
ば
症
状
が
み
ら
れ
な

い
た
め
、受
診
率
・
治
療
継
続
率
が

低
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

❷ 

骨
折
・
骨
粗
鬆
症
は

　

 

重
篤
な
疾
患

　　

骨
粗
鬆
症
と
い
う
病
気
は「
直
接

生
命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
な
い
」と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、こ
の
認
識
は
、

こ
の
骨
粗
鬆
症
の
診
断
や
治
療
を

十
分
な
も
の
と
し
て
い
な
い
理
由

の
ひ
と
つ
で
す
。

　

骨
粗
鬆
症
に
よ
る
骨
折
は
、高
齢

に
よ
る
骨
折
は
、高
齢
に
よ
り
衰
弱

を
除
け
ば
脳
血
管
疾
患
・
認
知
症
に

次
い
で
要
介
護
に
至
る
原
因
と
し

て
３
番
目
に
多
い
疾
患
で
す
し
、最

近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、骨
粗
鬆
症
自

体
も
生
命
予
後
を
悪
化
さ
せ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。よ
っ
て
、骨

粗
鬆
症
は
重
篤
な
疾
患
で
あ
る
と

い
う
認
識
を
持
つ
べ
き
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

❸ 

骨
粗
鬆
症
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

　

 

誕
生

　　

骨
粗
鬆
症
診
療
支
援
サ
ー
ビ
ス

と
い
う
、世
界
中
で
注
目
さ
れ
て
い

る
新
し
い
取
り
組
み
は
、日
本
に
お

い
て
も
そ
の
普
及
が
す
す
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
医
師
お

よ
び
多
種
職
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ

フ
が
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
実
施

す
る
、骨
粗
鬆
症
の
予
防
と
改
善
お

よ
び
骨
折
防
止
の
取
り
組
み
」で
あ

り
ま
す
。「
多
種
職
で
連
携
し
て
」が

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
ま
す
。超
高
齢

社
会
に
お
け
る
健
康
格
差
の
縮
小

と
健
康
寿
命
の
延
伸
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。こ
の
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
役
割
を
担
う
骨
粗

鬆
症
に
関
す
る
知
識
を
有
す
る
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
を「
骨
粗
鬆
症

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」と
言
い
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
は
１
度
骨
折
す
る
と

再
骨
折
の
危
険
性
が
高
ま
る
だ
け

で
な
く
、介
護
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。治
療
を
き
ち
ん
と
継
続
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
の
で
、お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

整形外科外来
玉田陽子

私たち骨粗鬆症マネージャーが
予防と改善、骨折防止に取り組みます。

骨粗しょう症について

特集

※
1

（※1）人種や民族、社会経済的地位による健康と医療の質の格差　（※2）日常的・継続的な医療・介護に依存しないで、自分の心身で生命維持し、自立した生活ができる生存期間のこと（Wikipediaより）

※
2
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メンバー紹介メンバー紹介

禁
煙
、は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
　

禁
煙
、は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
　

　

体
の
不
調
や
手
術
な
ど
を
機
に
「
禁
煙

し
よ
う
か
な
」
と
考
え
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
の
２
月

よ
り
呼
吸
器
内
科
医
師
と
慢
性
呼
吸
器

疾
患
看
護
認
定
看
護
師
が
協
同
で
、
毎

月
第
３
水
曜
日
の
16
時
か
ら
メ
デ
ィ
カ
ル

サ
ロ
ン
（
タ
リ
ー
ズ
横
）
で
、
禁
煙
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
タ
バ

コ
の
害
や
禁
煙
の
方
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　

禁
煙
し
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
方
、
ご
家
族

に
禁
煙
を
勧
め
た
い
方
、
入
院
中
の
空
い

た
時
間
に
一
度
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

当
院
の
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
医
師
・
看
護
師

が
執
筆
し
た
書
籍
「
ま
る
ご
と
図
解
ケ
ア
に
つ

な
が
る
脳
の
見
か
た
」
が
、
紀
伊
国
屋
書
籍
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
の
看
護
書
籍
部
門
デ
イ
リ
ー
ラ
ン

キ
ン
グ
で
上
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
脳
神
経
疾
患
は
難
し
い
」。
そ
う
思
っ
て
い

る
人
に
も
、
常
に
そ
ば
に
あ
っ
て
読
み
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
い
。
そ
ん
な
教
科
書
に
し
よ
う
と

い
う
思
い
で
、
脳
神
経
外
科
、
１－

５
病
棟
の

ス
タ
ッ
フ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
ス
タ
ッ

フ
で
、一
生
懸
命
作
り
ま
し
た
。
教
科
書
と
い
っ

て
も
、
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
が
主
体
で
、
最
初
か

ら
最
後
ま
で
読
み
通
す
こ
と
も
簡
単
。
読
ん
だ

そ
の
日
か
ら
役
立
つ
こ
と
は
保
証
し
ま
す
。

　

当
院
か
ら
生
ま
れ
た
教
科
書
を
、
ぜ
ひ
手

に
と
っ
て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

「まるごと図解ケアにつながる脳の見かた」／照林社

※当日の参加も可能となっておりますので、
開催中はお気軽にご参加ください。

禁煙を希望するなら呼吸器内科にご相談を。

　呼吸器内科の塩﨑です。現在、赤井代表部長とともに当院の禁煙外来を
行っています。
　また今年に入ってから、毎月1回、認定看護師さ
んと禁煙教室を行っています。禁煙外来は2006年

から一部制限はあるものの、保険診療が適用されるようになりまし
た。これは、厚生労働省が「喫煙しているだけで病気」と認定したとい
う事です。喫煙は、生命に関わる様々な疾患発症の原因になります。禁
煙希望の方は、気軽に呼吸器内科までご相談下さい。

＜禁煙成功患者の声＞

たまたま病院の廊下で「禁煙教室」のポスターを見かけ、止められる自信はな
かったけど教室だけでもと思い、申し込みました。教室で先生と看護師さん
からの話を聞いているうちに、なんとなく止められそうな気がして禁煙外来
を申し込みました。禁煙外来では禁煙教室で詳しい話を聞いていたので特に
戸惑うことなく、スムーズに治療に入ることができたような気がします。絶対
無理と思っていた禁煙が出来てうれしく思います。ありがとうございました。

（48歳／女性／喫煙歴28年）

禁煙教室
日時 毎月第3水曜日／16：00～

場所 メディカルサロン

申込 呼吸器内科受付

書籍紹介

当
院
の
医
師
・
看
護
師
が

執
筆
し
た
書
籍
が

上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
！

禁煙教室担当看護師
慢性呼吸器疾患看護認定看護師
米谷理恵（左）／秋山奈津江（右）

カンファレンスの様子

　

当
院
で
は
、今
年
７
月
か
ら
認
知
症

ケ
ア
チ
ー
ム
の
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。認
知
症
の
診
断
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、身
体
の
辛
さ
や
生
活
環
境
の
変
化

に
よ
り
、不
眠
・
不
安
・
興
奮
・
置
か
れ

て
い
る
状
況
の
理
解
力
低
下
な
ど
の

症
状
が
現
れ
、身
体
の
病
気
の
治
療
に

影
響
が
出
て
い
る
患
者
さ
ん
が
対
象

と
な
り
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
職
種
に
よ

り
、こ
れ
ら
の
症
状
の
改
善
方
法
を
検

討
し
、ま
た
医
療
者
の
認
知
症
ケ
ア
の

質
の
向
上
の
た
め
に
働
き
か
け
を
し

ま
す
。

　

認
知
症
ケ
ア
チ
ー
ム
は
、認
知
症
専

門
医
、認
知
症
ケ
ア
チ
ー
ム
担
当
看
護

師
長
、認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
、社

会
福
祉
士
、作
業
療
法
士
で
活
動
し
て

い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
職
種
の
知

識
を
活
か
し
、患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家

族
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
、早
期
に

退
院
で
き
る
よ
う
に
支
え
て
い
き
ま
す
。

　

認
知
症
ケ
ア
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
の

役
割
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

医
師（
認
知
症
専
門
医
）は
、療
養
上

の
指
導
、内
服
内
容
、管
理
内
容
な
ど

治
療
方
針
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

看
護
師（
認
知
症
看
護
認
定
看
護

師
）は
、病
棟
看
護
師
と
共
に
、入
院
中

の
症
状
や
状
態
を
把
握
し
、看
護
計
画

の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、看
護

計
画
の
実
施
状
況
評
価
を
確
認
し
な

が
ら
、患
者
さ
ん
の
状
態
に
合
わ
せ
た

看
護
実
践
が
で
き
る
よ
う
指
導
・
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
士（
精
神
保
健
福
祉
士
）

は
、入
院
中
か
ら
退
院
後
の
生
活
が
安

心
し
て
送
れ
る
よ
う
、支
援
方
法
や
社

会
資
源
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

作
業
療
法
士
は
、認
知
機
能
検
査
を

実
施
し
、状
態
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、チ
ー
ム
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
介

入
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
メ
ン
バ
ー
全
員
で
患
者
さ

ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

認
知
症
ケ
ア
チ
ー
ム
の
ご
紹
介

高野認知症専門医
認知症患者さんに対する
診療水準があがるように
努力します。

横山社会福祉士
安心して療養生活が送れる
よう、社会資源の利用等お
手伝いします。

仲辻作業療法士
患者さんの認知機能を
把握して、日常生活の自
律を促すようにスタッフ、
家族と連携して援助させ
ていただきます。

山内
認知症ケアチーム担当師長

その人らしい生活が出来るよう
にチームで支援します。

山本
認知症看護認定看護師

患者さんとご家族の不安や混
乱がひどくならないようにケア
の方向性を考えていきます。
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「
な
ん
で
も
相
談
カ
ー
ド
」の
運
用
を
開
始

　

治
療
内
容
の
こ
と
や
入
院
生
活
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、直
接
相
談
し
づ
ら
く
て
お
困
り
の
時

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？

　

当
院
で
は
、入
院
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
が
利
用

し
や
す
い
相
談
窓
口
を
目
指
し
、９
月
か
ら「
な

ん
で
も
相
談
カ
ー
ド
」の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

入
院
決
定
時
に「
な
ん
で
も
相
談
カ
ー
ド
」

を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、相
談
窓
口
を
利
用
し

た
い
方
は
、カ
ー
ド
に
記
載
し
て
所
定
の
設
置

箱
に
入
れ
て
い
た
だ
く
か
、看
護
師
に
お
渡
し

く
だ
さ
い
。

過
去
の
掲
載
記
事
は「
ス
マ
イ
ル
」で

　

現
在
、当
院
で
の
取
り
組
み
や
紹

介
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
新
聞
記
事
は
、

救
急
外
来
前
通
路
に
て
掲
示
し
て
あ

り
ま
す
。ま
た
、過
去
に
掲
載
さ
れ
た

記
事
を
読
み
た
い
と
い
う
方
に
向
け
、

健
康
・
医
療
情
報
室「
ス
マ
イ
ル
」（
先

進
中
央
棟
１
階
）に
て
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。フ
ァ
イ
ル
に
ま
と

め
て
あ
り
ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ロ
ー
ソ
ン
が
移
転
＆
リ
ニュ
ー
ア
ル

　

ロ
ー
ソ
ン
移
転
に
伴
い
、患
者

さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け

し
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

10
月
３
日（
月
）よ
り
、中
央
ホ
ー

ル
の
薬
局
横
に
移
転
し
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

の
で
、お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

営
業
時
間
／
7
時
〜
21
時

※
年
中
無
休

屋
上
庭
園
で
憩
い
の
ひ
と
時
を

　

先
進
中
央
棟
の
屋
上
庭
園
に
、新

た
に
ベ
ン
チ
４
台
と
屋
上
展
望
サ
イ

ン
を
設
置
し
ま
し
た
。白
山
を
中
心

と
す
る
山
々
の
四
季
を
感
じ
て
み
る

の
は
い
か
が
で
す
か
？　

ま
た
、飲

食
も
可
能
で
す
の
で
、昼
食
時
な
ど
に

ベ
ン
チ
で
ゆ
っ
く
り
寛
い
で
く
だ
さ
い
。

開
園
時
間
／
8
時
30
分
〜
17
時

（
土
・
日
・
祝
日
等
を
除
く
）

〜
皮
膚・排
泄
ケ
ア

　

認
定
看
護
師
〜

認定看護師
紹介②

　
「
人
工
肛
門
や
人
工
膀
胱
の
周
り
が
痛
い
・
痒
い
・
袋

が
合
わ
な
い
」「
床
ず
れ
が
な
か
な
か
治
ら
な
い
」「
糖
尿

病
が
あ
っ
て
、
足
に
傷
が
で
き
や
す
い
」
な
ど
で
お
困
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

皮
膚
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
、
痛
み
や
痒
み
を
伴
い
日

常
生
活
に
支
障
を
来
た
し
ま
す
。
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定

看
護
師
の
主
な
活
動
内
容
は
、①
ス
ト
ー
マ
外
来
：
手
術

前
〜
退
院
後
ま
で
、
継
続
し
た
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
、②
床

ず
れ
予
防
、
な
ら
び
に
治
癒
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な

ケ
ア
の
ア
ド
バ
イ
ス
、③
予
防
フ
ッ
ト
ケ
ア
外
来
（
足
に
傷

を
つ
く
ら
な
い
こ
と
を
目
的
と
し
た
爪
切
り
や
タ
コ
・
ウ

オ
ノ
メ
の
処
置
）
に
な
り
ま
す
。

　

病
気
が
あ
っ
て
も
、
よ
り
快
適
な
生
活
が
過
ご
せ
ま
す

よ
う
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
と
一
緒
に
問
題
解
決
に
努
め

ま
す
。
こ
れ
ら
を
行
っ
て
い
る

看
護
外
来
は
、
先
進
中
央
棟
１

階
に
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が

保
た
れ
た
個
室
が
完
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

皮膚・排泄ケア認定看護師

上口美恵（左）
水島典子（中央）
木下洋子（右）

看護外来の受診を希望される場合は、看護外来までご連絡ください

予防フットケア外来

「院内感染防止対策研修会」手洗いチェックの様子

ストーマ外来

〜
感
染
管
理

   

認
定
看
護
師
〜

認定看護師
紹介①

　

私
た
ち
は
、
疫
学
、
微
生
物
・
感
染
症
学
、
消
毒
・
滅
菌
、

関
係
法
規
な
ど
に
関
す
る
最
新
の
知
識
を
基
盤
に
、
効
果

的
な
感
染
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
た
め
の
教
育
課

程
を
経
て
、
日
本
看
護
協
会
の
認
定
を
受
け
た
感
染
管
理

認
定
看
護
師
で
す
。

　

感
染
対
策
チ
ー
ム
と
共
に
、
病
院
を
訪
れ
る
す
べ
て
の

方
々
や
院
内
で
働
く
職
員
を
感
染
か
ら
守
る
た
め
に
感
染

予
防
策
を
講
じ
て
、
安
心
安
全
な
療
養
環
境
お
よ
び
職
場

環
境
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸
炎
な
ど
、
ご
家
庭
で
も
感
染
対

策
が
必
要
な
場
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
感
染
症
が
広
が

ら
な
い
た
め
の
対
応
な
ど
疑
問
や
知
り
た
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
病
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

感染管理認定看護師

真鍋 照美（左）
田中 真理子（右）

 
ご心配なことやご要望など、該当する項目にチェック�をつけて下さい。 □病気のこと □職員の対応のこと □治療のこと □退院のこと □症状のこと □介護のこと □薬のこと □支払いのこと □入院生活のこと □その他

病棟とお名前を教えて下さい。（ご家族の方も患者さんのお名前をお書きください） 
 

病棟名：
病棟  

患者さん氏名：
ご本人・ご家族 

 
次のいずれかに�をつけてください。 ①相談希望場所    □病室にて    □相談窓口にて②相談希望日    □1～2日中に   □2～3日中に 

 

 
 

 
 
 

放射線科

放射線治療
センター

時間外
入口

正面
出入口

レストラン

入院窓口

時
間
外
案
内

緊
急
外
来

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

受
付
機
・
精
算
機

整
形
外
来

中
央
受
付

理
美
容
室

自
販
機

呼
吸
器
セ
ン
タ
ー

【
呼
吸
器
内
科

 

呼
吸
器
外
来
】

メ
デ
ィ
カ
ル

サ
ロ
ン

健
康
・
医
療
情
報
室

「
ス
マ
イ
ル
」

がん相談窓口
（がん相談支援センター）
看護外来

（ルピナース）

3 病棟

5 病棟

眼科

耳鼻咽喉科
ATM

中央
ホール

薬局

総合案内

電話

中央放射線部

1 2 3

5

21

S13

S15

貸
出

W
C

W
C

入院患者さん
向け

が
ん
に
関
す
る

市
民
公
開
講
座
を
開
催

　

福
井
赤
十
字
病
院
で
は
、一
般
の
方
に
向
け
定

期
的
に
公
開
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。次
回
の

テ
ー
マ
は「
肺
が
ん
の
診
断
と
治
療
の
進
歩
」。４

名
の
医
師
が
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
で
の
内
容
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、興
味

の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
み
不
要
。

前回開催の様子

「ここまでできる！最新の気管支内視鏡技術と肺がん治療の進歩」
演者／呼吸器内科部長 出村芳樹

「肺がんの手術」
演者／呼吸器外科医師 福井哲矢

「肺がんに放射線治療でできること」
演者／放射線科部長 坂本匡人

「肺がん薬物療法の最前線」
演者／呼吸器内科副部長 菅野貴世史

日 時 平成28年10月22日（土）　14：00～16：00

場 所 福井赤十字病院栄養管理棟3階講堂

問合せ 0776-36-3630（代表）

開催告知
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